
＜ 秋のみずべ公園 ～⑩その他の動物 ＞

ひたち野うしく小４年生と歩いた秋のみずべ公園、今回は、その他の動物です。

まずは、いつも人気者の

ニホンカナヘビ。それにし

ても、長いしっぽですね。草

の上を移動する時に、バラン
い どう

スを保つためなのだそうです
たも

よ。木の上で生活するサルの

仲間もしっぽが長いですね。
なか ま

冬は日当たりのよい斜面の地
しゃめん

中などで、仮死状態になって
か し じょうたい

冬眠するそうです。
とうみん

続いて、アマガエル。もようや色が変わるので別の種類かと思うこともありますが、どちらもニホ

ンアマガエルです。こちらも、冬には畑など土の中にもぐって冬眠します。畑を耕していて、うっ
とうみん たがや

かり掘り起こしてしまうこともありますが、そんな時は、ていねいにうめもどしてあげて下さい。
ほ お

そして、カタツムリのなかま、

ウスカワマイマイ。こげ茶色のも
ちゃいろ

ようが見えますが、これはからのもよ

うではなく、からがうすいのでからの

内側にあるまくのもようが透けて見え
す

ているのだそうです。ウスカワマイマ

イやナメクジには病気になる小さな虫

が寄生していることがあるので、素
き せい す

手でさわらないようにしましょう。
で
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長いしっぽのニホンカナヘビ。

葉の上でじっとしていたニホンアマガエル（左）と、落ち葉の中にもぐっていたニホンアマガエル（右）。
は ば

特ちょうあるもようのウスカワマイマイ。


